
作業学習(グループ作業)指導案(略案)
平　成　2　5　年　2　月1日　(金)　2　校　時

高等部B, Cグループ　　男子6人　　女子6人　計12人

場　所　高　　等　　部　　　3　　　年　　教　　室

指導者今村広海(cT)宮内文久(STl)飯母有沙子(ST2)
1　単元　　｢めぐいを作ろう｣

2　本時の実際(41/52)

(1)全体目標
ア　出来高目標を意識し,友達と協力して時間いっぱい作業に取り組むことができる｡
イ　補助具の効率的で安全な使い方や,良品作りのポイントを理解し,各作業工程における良品
を作る技能を身に付けることができる｡
(2)個人目標

生徒 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr�個人目標 

A 俾兒ｨ,ﾉo�ｨH/�yﾘ��+Rﾈ齪.r�ア出来高目標を意識し,状況によってはくぎ差しや不 進んで作業に取り組むことが 處yV�,ﾈ���ﾈﾞﾈｼh/�+x.�,�,x+X,Bﾈﾞﾈｼh/���-�.�+�,h*｢�

(1年,男) �,X*ｸ.��ｲ�できる｡ 

イ検品のポイントを確認しながら作業に取り組むこと 

ができる｡ 

B 俾兒ｨ,ﾉo�ｨH/�yﾘ��+Rﾈ鳧ｭB�ア開始時間を守ったり作業工程を主体的に選んだりし いっぱい作業に取り組むこと �,Bﾈ�9w�4�,俥ﾈｼh,偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�

(1年,男) �*ｨ,X*ｸ.���イその工程の良品を作るためのポイントを確認しなが 

ら作業を行うことができる○ 

C 俾兒ｨ,ﾉo�ｨH/�yﾘ��+Rﾈ齪.r�ア出来高目標やその日の人数を考えて作業工程を選択 進んで作業に取り組むことが �+Rﾈﾞﾈｼh,偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

(1年,女) �,X*ｸ.��ｲ�イ自分の作業に集中し,教師のアドバイスを受け入れ, 

効率よく作業をすることができるo 

D 俾兒ｨ,ﾉo�ｨH*ｩZｨ*�.なﾈ�-ﾂ�ア始まりや終わりの時刻を意識して作業に取り組むこ りを守って友達と一緒に作業 �,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

(3年,男) �,偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.���イ良品のポイントを自分で確認しながら,安全に作業 

を行うことができるo 

E 俾兒ｨ,ﾉo�ｨH/�yﾘ��+Rﾈ鳧ｭB�ア自分で選んだ作業に,休まずに集中して取り組むこ いっぱい作業に取り組むこと �,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

(3年,男) �*ｨ,X*ｸ.薬�イ補助具を効率的に使用し,良品のポイントを意識し 

ながら作業を行うことができる○ 

F �%99h,ﾈ覃馼,ﾈ��OX.)]�WH*��ア出来高目標を意識して,自分で選んだ作業工程に時 に確実に取り組むとともに, 亊H*(,�,�*(竧.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

(3年,女) 佗h柯,��,�,IZ��H,ﾈﾞﾈｼh顗,��イ良品のポイントを確認し,効率的に作業を行うこと 

取り組むことができる○ �*ｨ,X*ｸ.薬�

(3)指導及び支援に当たって
'!習活動の概遷

めぐい作業は,作業週間や校内での現場実習で行われている｡数工程ある作業だが,生徒たち
にとっては,慣れている作業であるため,出来高目標を考慮したり自分の作業能力に合った工程
を選択したりすることで　意欲的に作業に取り組めるようにしたい｡
〇材"教具とのかかわりについて

進行表を使ってミーティングをスムーズに進行したり,各作業工程にあった補助具を安全に効
率良く使用することで,出来高目標を達成したりできるようにする｡
友達･教師とのかかわりについて
ミーティングでは,生徒が中心になって進めることで,教師任せではなく主体的に話し合いが
できるようにする｡材料の受け渡し等のやりとりが必要な場面や環境にし,生徒同士が関わり合
う機会を設定する
自分とのかかわりについて
毎時間評価シートを準備し,目標や課題を意識して意欲的に作業ができるようにする｡また,
教師との反省では,自分のできたことや課題に気付くことができるようにする｡
ロ　業環境の工夫

生徒間のやり取りと作業効率,動線に配慮し,各作業工程順に反時計回りに設定する｡
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(4)実 際

過程

導入

(5分)

展開

(40分)

終末

(5分)

主な学習活動
1始 めの挨拶 をす る。

2先 生の話 を聞 く。

3ミ ーテ ィングをす る。

(1)め あ てを確認す る。

時間いっぱい丁寧に作業 をしよう。

(2)出 来 高 目標 を決 める。

(3)作 業 時間 を確認す る。

(4)作 業 工程 を決 める。

4め ぐい を作 る。

下記の(1)～(5)の 作 業を並

行 して行 う。

(1)PPバ ン ドを同 じ長 さ切

る。

(2)ビ ニルテー プを一定の長

さに切 る。

(3)切 っ たPPバ ン ドを曲げ

て両端 を ビニル テープで巻

き付 ける。

(4)(3)で 作 った物 に くぎを

入れ,め ぐいを完成 する。

(5)完 成 しため ぐいを検 品 し

て数え,一 定量ずつ箱 詰め

をする。

5本 時を振 り返る。

6終 わ りの挨拶をする。

指導及び支援上の留意点
・ 大きな声で ,ゆ っくりはっき りと挨拶するよう

に,言 葉掛けをする。
・ めぐいの役割を実際に使われ ている写真を提示

して,作 業への意欲を高められるようにする。
・Aに は進行 表を準備 し

,ミ ーテ ィング をス ムー

ズに進 めるこ とができる よ うにす る。

・ めあ ては開 始前 か ら黒 板 に書 いてお き ,事 前 に

読 めるよ うに してお く。

・STは
,め あての発 表 者 に注 目で きる よ うに,言

葉掛 けや ゼスチ ャー で支援 を行 う。

・ 出来高 目標 を決 める ときは ,作 業時間や 欠席者,

これ ま での 出来高 な どを参考 に し決定 で きる よ う

にす る。

・Dに は ,開 始や 終了 時刻,作 業時間 を黒板 に提

示 し,見 通 しが もてる ようにす る。

・ 作業工程選択の際 は
,そ れぞれの工程 の写真 カー

ドや 人数 を表 し,選 ぶた めの ヒン トに なる よ うに

す る。

・B
,Cに は,出 来高 目標や他 の生徒 の選 択 も意

識 でき る よ うに言葉掛 け を行 い,ど の工程 を選択

す るか を考 える ことができ るよ うにす る。

・Eが 作 業 に集 中で きない ときは
,テ ー プ切 りに

担 当工程 の変更 を促 した り,Eの 興 味が ある道 具

を示 した りして,意 欲的 に取 り組 めるよ うにす る。

・Aに は ,作 業全 体 を見 て,次 は何 をす れ ばいい か

を考 えさせ るよ うな言葉掛 けを行 う。

・PPバ ン ド切 りでは ,バ ン ドを手 で押 さえ なが

ら切 ることで,長 さをそろ えられ るよ うにす る。

・ テ ー プ切 りでは
,補 助 具 を しっか り固定す る こ

とで,テ ープ の長 さをそ ろ え られ る よ うにす る。

また,か ごの印 に合 わせ てテープ を貼 るよ うに し,

少 しで も多 く切 る ことがで きるよ うにす る。

・ テ ー プ巻 きでは
,良 品の見 本 を提 示 し,正 しい

姿勢 を とって 両手 を使 うことで,テ ー プ をず らさ

ず に適切 に巻 くこ とができ るよ うにす る。

・ くぎ差 しでは ,軍 手 をは め安 全 に良 品 を作 るこ

とがで きる よ うにす る。 また,補 助 具を使 うこ と

で,バ ン ドを強 く引っ張 り,良 品が で きる よ うに

す る。生 徒B,Cが 担 当す る場 合は,出 来 上が り

の確認 をす るよ うに言葉掛けをす る。

・ 数 え ・梱 包 では
,チ ェ ック表 を見て,バ ン ドの

長 さや傷 の有無,く ぎが しっか り差 され てい るか

の確認が できるよ うにする。

・ 評価 シー トを基に して,教 師とともに反省する

ことで,自 分のできたことや課題 を認識できるよ

うにする。
・ 感想を出 し合った り,次 時の学習内容 を聞いた

りす ることで,次 時への意欲や期待感 を高めるこ

とができるようにする。

資料 ・準備

・進行表

・前 時 の評 価

シー ト

・写真 カー ド

・名前 カー ド

・補助具

・PPバ ン ド

(梱 包 用 ポ

リプ ロ ピ レ

ンバ ン ド)

・ビニ ール 袋

(大)

・ビニル テ ー

プ

・か ご

・は さみ

・か ご

・切 られ た

テープ・チ ェ ッ ク 表

・く ぎ

・軍 手

・チ ェ ッ ク 表

・段 ボ ー ル

・ガ ム テ ー プ

・軍 手

・評価 シー ト

(5)評 価

ア 出来高 目標 を意識 し,友 達 と協力 して時間いっぱい作業に取 り組む ことができたか。

イ 補助具の効率的で安全な使い方や,良 品作 りのポイ ン トを理解 し,各 作業工程 における良品を

作 る技能を身 に付 けることができたか。
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